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新入生のⓙさん、ようこそ静岡大学へ。もうᑡ

しのあいだはコロナ⚝での不自由な状況が⥆く

とᛮいますが、ୡ⏺ⓗに࣡クチン౪⤥もጞまࡗて

いるな᫂るいしも見えています。しかし、こ

のコロナ⚝によࡗて、ከくの社会システムがኚわ

らざるをᚓなくなりました。学内でいえࡤ、これ

までは実施ᅔ㞴とされていたウェࣈ配信による

遠㝸ㅮ⩏がいࡸおうなく実現化されています。図

書館もまた、このṔྐの㌿点ⓗなコロナ⚝を経

て大きくኚわࡗていくことになりそうです。 

ここで、ᑡし図書館のṔྐをたࡗてࡳましࡻ

う。ྐୖึめての「整理された図書館」として▱

られているアッシュールࣂニࣃルの図書館は⣖

元๓㸵ୡ⣖にタ立されたもので、メࢯポタミア文

᫂のくさびᙧ文Ꮠを記した⢓ᅵ板がジャンルご

とに分㢮されて保⟶されていました。19 ୡ⣖༙ࡤ

に発見されるまで 2500 年もᆅ中にᇙもれていた

㑇㊧ですが、᭷名なࠗギル࢞メシュླྀ事リ࠘をྵ

 。３点あまりの⢓ᅵ板が発᥀されていますࡴ

この図書館は中ᓥᩔのࠗ文Ꮠ⚝࠘というᑠㄝの

⯙ྎにもなࡗています。「⮑な自ᑛᚰとᑛ大な

⩈ᚰ」のためにኚ㌟してしまࡗた⏨の物語、

᭷名なࠗ山月記࠘とྠࡌ▷編集に収録されている

ので、ごᏑࡌの᪉もከいかもしれまࡏん。ࠗ 文Ꮠ

⚝࠘にはᙜの図書館のᵝ子がᥥかれています。

「人ࠎは、⢓ᅵの板に◳筆をもࡗて」雑なᴂᙧの

符ྜを᥀りつけておࡗた。書物は⎰であり、図書

館は℩ᡞ物ᒇのᗜにఝていた」とあࡗて、今の

図書館とはࡎいࡪんᵝ┦が㐪ࡗています。その図

書館でẖኪࡦそࡦそしいヰしኌを発するとい

う文Ꮠの㟋を研究していた⪁༤ኈナࣈ・アへ・エ

リࣂがこの物語の人公です。ᙼは文Ꮠの㟋が人

間に⅏いを及ࡰすことを✺きṆめ、アシュル・ࣂ

ニ・アࣃル大⋤に文Ꮠのᜍࢁしさを進ゝしますが

聞きᐜれられࡎ、᭱ 後にはᆅ㟈でᔂれⴠࡕてきた

数ⓒᯛの⢓ᅵ板（書物）でᢲしつࡪされてしまい

ます。文Ꮠの㟋というᵓが᱁調㧗い₎文調の文

❶で不ᛮ議なリアリティをえられており、ࠗ 山

月記 に࠘㨩ຊを感ࡌた᪉にはオススメのᑠㄝです。 

⢓ᅵ板の文書は㛗期間の保Ꮡに⪏えるのです

が、いかんࡏん㔜すࡂて࣌ラ࣌ラとめくࡗてㄞࡴ

なといࡗたことは↓理でしࡻう。もࢁࡕん、㝈

られたス࣌ースに収ⶶしたり、遠くに㐠ࡪのが大

ኚだという㞴点もあります。このためࡌྠࡰ

期のエジプトでは㍍い᳜物由᮶の「⣬」であるࣃ

ルࣆࣃ、ルスの文書が発達していました。またࣆ

スが᥇れないᆅ域では、⨺⓶⣬が作られていまし

た。こうしたいわࡺる「⣬」の書⡠収集で᭷名な

のが⣖元๓３ୡ⣖ごࢁに作られ、数ⓒ年間のあい
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だୡ⏺の学ၥと▱㆑の中ᚰとなࡗたアレクサン

リア図書館です。一ㄝによるとࢻ 40 ものᮏ

があࡗたとされていますが、たび㔜なるᡓ火な

でኻわれてしまいました。 

この図書館のࣆࣃルスⶶ書のᲴのୖには「㨦の

⒵しのሙ」という語ྃが้まれていたと伝えられ

ており、これはラムセス２ୡの図書館にあࡗた☃

文に由᮶するものだそうです。たしかに日ᖖから

離れて▷間でもᮏのୡ⏺で精神を㐟ࡏࡤるこ

とは「㨦の⒵ࡸし」といえます。そういえࡤ、ྠ

レン修㐨㝔図書館࢞・ンクトࢨ語ྃをスイスのࡌ

の入ཱྀで見た記᠈があります。ここはスイス᭱ྂ

の図書館でタは㸶ୡ⣖。今ではୡ⏺㑇⏘にᣦ定

されていますが、大きなスリッࣃをᒚいて館内を

見学することがチされており、そこで⨺⓶⣬にᡭ

書きされた美しいᮏに直に᥋するのは║福と

ゝえましࡻう。 

さて、⢓ᅵ板ࣆࣃࡸルス、⨺⓶⣬の代から⣬

の代を経て、今ࡸデジタル化された「書⡠」が

ቑえጞめています。ᑠさなノートࢯࣃコンがあれ

ん、ୡ⏺中の⭾大な資料にウࢁࡕ学術雑誌はもࡤ

ェࣈ経由でアクセスできる代になりました。特

にコロナ⚝ୗにおいては図書館に出ྥくことな

く、また現物にゐれるᚲ要もない電子፹యの利用

が進んでいます。౽利さでゝえࡤ᱁ẁの進Ṍです

が、保Ꮡ性の㠃ではうでしࡻうか。デジタル情

報はそれに対応するࣁーࢻウエアとࢯフトウエ

アがᚲ要であり、それがⓒ年、ⓒ年とྠࡌつ᱁

で使えるともᛮえまࡏん。ព外に⢓ᅵ板ࡸ⣬፹య

よりᑑが▷いྍ⬟性も㧗そうです。実際、デジ

タル化の一᪉でྛ✀の資料をプラスチックの

┿フィルム（⣲ᮦのᑑは 500 年！）にᑠさく

して保Ꮡするマイクロフィルムというᴟめてア

ナログなᡭ法が図書館で使われています。 

このデジタルの代に「㨦の⒵しのሙ」、ྂく

から伝わる図書館というᒃᚰᆅのⰋい✵間をい

かに⥔ᣢしていくのか、また「書⡠」をうࡗࡸ

てḟのୡ代に伝えていくのか。それを⪃えて実現

さࡏていくのがコロナ⚝後の図書館の᪉ྥ性と

なるでしࡻう。 

ͤࠗ 山月記 � ᮤ㝠 : 他⠍ （࠘ᒾἼ文ᗜ）は静・書ᗜ、

浜・開架。ࠗ 文Ꮠ⚝࠘は㟷✵文ᗜにも入ࡗています。 

 

 

 

㸺௧ � ᖺᗘࡢ᪂ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁᑐᛂ࡚࠸ࡘ㸼 

 

 新型コロナウィルス感染症（௨ୗ、コロナ）のᙳ響により、令和２年度はྛ✀図書館サーࣅスも見直

しをはからざるをᚓまࡏんでした。 

 ๓年度の令和２年３月より一部施タの利用Ṇ、一⯡の᪉の利用Ṇにጞまり、４月より㜀ぴᖍ数の

制㝈、開館間の▷⦰、ྛ ✀サーࣅスのṆ、４月２㸮日から５月㸴日の間は、⮫ఇ館に⮳りました。 

 その後、大学の活動᪉㔪レベルに‽ࡌ、制㝈がゎかれるにᚑい、ẁ㝵ⓗに開館間のᘏ㛗、施タ利用

てきましたが、執筆点（令和３年２月ᮎ）での大学の活動᪉㔪レベルはࡗスの開を行ࣅサー✀ྛࡸ

２、現在も開館間もྵめ、サーࣅスに制㝈をかけた状ែです。 
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 令和３年２月ᮎ現在の館内施タの開ᨺ状況ڦ

 施タ 開ᨺ状況 

静

岡

ᮏ

館 

セミナールーム 令和２年３月からཎ๎利用Ṇ 

 ーベストルーム 令和２年４月から利用Ṇࣁ

ギャラリー 令和２年１㸮月から利用開 

3& ࣡ークエリア 令和㸵月ᖍのࡳᖍ数をῶらして利用開。シンクライアントは利用不ྍのまま 

視⫈ぬࣈース 令和２年４月から利用Ṇ（資料の一部はりられます） 

ಶ人ࣈース 令和２年４月から利用Ṇ 

㜀ぴᖍ ᖍ数をῶらし、間㝸を開けて㐠用 

浜

松

分

館 

セミナールーム・&A// 教室 令和２年４月からཎ๎利用Ṇ 

グループ࣡ークエリア 令和２年㸵月からᖍ数をῶらし、間㝸を開けて㐠用 

視⫈ぬࣈース 令和２年４月から利用Ṇ 

グループ学⩦室 令和２年４月から利用Ṇ 

ಶ人ࣈース 令和２年４月から利用Ṇ 

㹎㹁࣡ークエリア 
令和２年㸵月からᖍ数をῶらして㜀ぴᖍとしての㐠用、１㸮月からྎ数を制㝈

して㹎㹁の利用開 

ギャラリー 令和２年１２月ୗ᪪から利用開 

㜀ぴᖍ ᖍ数をῶらし、間㝸を開けて㐠用 

 

 スのᥦ౪状況（静岡ᮏ館、浜松分館）ࣅ令和３年３月現在のサーڦ

ྛ✀サーࣅス ᥦ౪状況 

静岡┴内の┴、市⏫の図書館との┦貸 令和２年５月開 

他大学図書館との┦貸 令和２年㸴月開 

国立国会図書館デジタルコレクション 令和２年㸴月開 

3& 貸出（静岡ᮏ館のࡳ） ྎ数㝈定のୖ、令和２年１㸮月開 

館内タ⨨ 3& ྎ数制㝈のୖ、令和２年１㸮月開 

なお、開した施タ、サーࣅスも、間制㝈をタけるな、感染症対⟇に␃ពしたご利用をお願いし

ております。 

 

 スのኚ更点ࣅその他サーڦ

・貸出 

  図書の貸出は、㏉༷期㝈のᘏ㛗ࡸ更新回数のኚ更なを経て、現在通ᖖ通りのサーࣅスを行ࡗてい

ます。 

  コロナのᙳ響により㏉༷がᅔ㞴なの事情があれࡤ、ྛ館❆ཱྀにご┦ㄯください。 

  （静岡 054�238�4479、浜松 053�478�1391、いࡎれも応対できるのは 9:00�12:30、13:30�17:00） 

・㜀ぴᖍのࢰーニング（静岡ᮏ館のࡳ） 

  ５㝵㜀ぴᖍは 3& 利用ྍのሙᡤ（東ഃ）と不ྍのሙᡤ（すഃ）とにࢰーン分けをしていましたが、

ᖍ数不㊊とᖍの間が開いたことでᡴ㘽㡢のᙳ響もከᑡపῶされているとุ᩿し、ࢰーン分けをᗫして

㐠用しています。 

 

 新年度になり、コロナの状況、そして大学の活動᪉㔪レベルがうなࡗているか、予測ができまࡏん

が、コロナ感染のリスクができるかࡂりపくなるようᚰけつつ、状況に応ࡌたサーࣅスをᥦ౪いてい

きます。 

 ⓙさまのご理ゎ、ご協ຊをお願いいたします。 
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<教員等著作寄贈図書一覧> 
 
 
 
 
 
 

◇阿部圭一 （名誉教授） 

 ・よくわかるデジタル数学：離散数学へのアプロー

チ [近代科学社] <著者> 静・開架, 浜・開架 

【410.9/A12】 

◇太田美帆（農学領域） 

 ・自分でする DIY 社会学 [法律文化社] <執筆> 静・

開架 【361/KA18】 

 ・岐路に立つ欧州福祉レジーム : EU は市民の新たな

連帯を築けるか? [ナカニシヤ出版] <執筆> 静・閉

架 【364.1/F75】 

◇大野旭 （人文社会科学領域） 

 ・モンゴル語政治資料 [風響社] <編> 静・開架 

【312.227/Y72/12】 

 ・ウイグル人 [集広舎]<執筆> 静・開架, 浜・開架 

【222.8/A41】 

◇今野喜和人 （名誉教授） 

 ・永遠なるカミーノ：フランス人作家による「もう

一つの」サンティアゴ巡礼記 [春風社] <訳> 静・

開架, 浜・開架 【955/R82】 

◇白井千晶 （人文社会科学領域） 

 ・現代アジアのリプロダクションに関する国際比較

研究：ジェンダーの視点から：調査報告書[静岡大

学] <編> 静・閉架 【491.354/SH82】 

◇杉浦彰彦 （情報学領域） 

 ・マルチメディア情報符号化の基礎と応用：情報伝

達の効率化と信頼性の確保 [コロナ社] <著者> 

浜・開架 【007.6/SU48】 

◇杉山岳弘（情報学領域） 

 ・かんのんさまのおまつり[静岡大学情報学部杉山岳

弘研究室]<制作> 静・開架, 浜・開架 【176/TA84】 

・海の湖教科書 お祭り編[浜名湖観光圏整備推進協

議会] <監修> 浜・開架 【386.154/U74】 

◇鈴江毅 （教育学領域） 

 ・共感：看護における共感の測定と開発 = the 

measurement and development of empathy in 

nursing [クオリティア] <訳> 静・開架 

【492.9/R29】 

  ・テキスト健康科学 = Textbook of health science 

[南江堂] <執筆> 静・開架 【498/SA85】 

  ・エッセンシャル特別支援教育コーディネーター 

[大学教育出版] <著者> 静・開架 【378/MU82】 

  ・精神保健の理論と実際[保育出版社] 

 <執筆> 静・開架 【493.79/KO12】 

  ・養護教諭のための公衆衛生学 [東山書房] 

 <著者> 静・開架 【374.9/KA98】 

◇立元雄治  （工学領域） 

 ・わかる！使える！乾燥入門[日刊工業新聞社] <著

者> 浜・開架 【571.6/TA94】  

◇松家由美子 （大学教育センター） 

 ・映画英語アカデミー賞 第 9回 2020 年 [フォーイ

ンスクリーンプレイ事業部（発売）] <著者> 浜・

開架 【375.893/E37/9】 

<図書館の動き> 

・令和元年度第 4 回附属図書館委員会 (メール審議) 

＜令和 2 年 3 月 5 日(木)～3 月 13 日(金)＞ 

○審議事項 

１．令和元年度第 3 回議事要旨について 

２．令和 2 年度事業計画について 

○報告事項 

１．令和元年度事業報告について 

２．令和元年度図書館利用セミナー等の年間実施報告について 

３．令和元年度附属図書館ギャラリー活動について 

・令和 2 年度第 1 回附属図書館委員会(メール審議) 

＜令和 2 年 4 月 16 日(木)～4 月 21 日(火)＞ 

○審議事項 

１．令和元年度第４回議事要旨について 

２．附属図書館関連委員会委員等の選出について 

○報告事項 

１．第三期中期目標期間における附属図書館の年度計画について 

２．令和 2 年度事業計画について 

３．学術リポジトリの登録状況について 

４．新型コロナウイルス感染症に関する対応について 

５．図書館通信、教員利用マニュアルの発行について 

・令和 2 年度第 2 回附属図書館委員会(メール審議) 

＜令和 2 年 7 月 8 日(水)～7 月 14 日(火)＞ 

○審議事項 

１．令和 2 年度第 1 回議事要旨について 

２．令和元年度附属図書館経費決算について 

３．令和 2 年度附属図書館経費予算について 

４．令和 2 年度学生用図書購入費の配分について 

５．図書の不用決定について 

○報告事項 

１．附属図書館利用状況について 

２．学外から利用できる電子情報について 

３．その他 研究室貸出図書点検の今年度の実施見送りについ

て／図書館利用セミナーの在宅授業対応について／電子掲

示板の更改について 

・令和 2 年度第 3 回附属図書館委員会(メール審議) 

＜令和 2 年 12 月 3 日(木)～12 月 8 日(火)＞ 

○審議事項 

１．令和 2 年度第 2 回議事要旨について 

２．令和 3 年度附属図書館の開館日程について  

３．図書の不用決定について  

○報告事項 

１．学生用図書費に拠る令和3年度のデータベース購入について 

２．令和 2 年度図書館利用セミナーの実施について 

３．学生用雑誌の見直しについて 

この度は著作物をご恵贈していただき誠にありがとうご

ざいます。 
図書館では学内出版物及び学内関係者が執筆した図書を

収集しています。今後も著作を刊行された際には是非ご恵

贈くださるようお願いします。 
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